





The Present Condition of In-Facility Training
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施設実習における学びの現状と課題
と「よくわかった」を含めると 52.7％であり，約 5割の学生が記録の書き方について，理解し
たといえる。
⑯保育士の職業倫理
保育士の倫理規定については，「よくわかった」が 3.9％，「まあまあわかった」が 28.9％，「普
通」が 39.6％であった。「あまりわからなかった」は，26.3％，「わからなかった」が 1.3％であっ
た。「あまりわからなかった」「わからなかった」は全て施設種の学生であった。「まあまあわ
かった」と「よくわかった」を含めると 52.7％であり，約 5割の学生が保育士職業倫理につい
て，理解したといえる。
⑰利用者（子ども）の最善の利益
利用者（子ども）の最善の利益については，「よくわかった」が 21.1％，「まあまあわかった」
が 43.4％，「普通」が 30.2％であった。「あまりわからなかった」は，5.3％，「わからなかった」
が 1.3％であった。「あまりわからなかった」「わからなかった」は児童養護施設・自立支援所・
知的障害者施設の学生であった。「まあまあわかった」と「よくわかった」を含めると 64.5％
であり，約 6割の学生が利用者の最善の利益について，理解したといえる。
（2）施設別の結果
次に施設別の結果を「よくわかった」とし，「まあまあわかった」を 0.5，「ふつう」を 0，「あ
まりわからなかた」を－0.5，「わからなかったを」を－1とし，指標化し特徴を見てみると下
記の結果となった。
①乳児院（図表 3参照）
乳児院については，施設の役割機能と施設の一日の流れについては，実習を通して理解でき
たという高い理解度であった。安全や健康への配慮，保育士の専門性，利用者（子ども）の理
解については，おおよそ理解できたとのことであった。しかし，地域との連携については，理
解度が低く，乳児院では，地域との連携よりも乳児院の中での保育士の援助・技術や支援専門
性・子ども理解を知る機会となった結果となった。
②児童養護施設（図表 4参照）
児童養護施設については，乳児院と似た形のレーダーとなった。児童養護施設ということも
あり，保護者支援・家族支援については「わからなかった」という学生が大半であり，児童養
護施設では，保護者・家庭支援までは実習生が関わることが出来ないことが明らかとなった。
特に段階に応じた成長・発達については，数値が低く，18 歳までの子どもに対する学生の発
達の知識やその他，子ども達のおかれている環境や態度に対して実習生がどのように関わるべ
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きか戸惑っていた様子が窺える。したがって利用者（子ども）理解についてもあまり高い理解
度ではなかった。今後の課題としては，児童養護施設の子どもの理解に繋がる事例の積み重ね
が求められる。
図表 3　乳児院
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（出所）アンケートより筆者作成。
図表 4　児童養護施設
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施設実習における学びの現状と課題
③障害児施設（図表 5参照）
障害児施設では，施設の一日の流れと安全や健康についての配慮の理解度が高い結果となっ
た。施設での安全や健康への配慮を職員の指示の元理解することが出来たと推測される。また
多職種（職員間）の連携についても理解度が高く，障害児施設の運営には，他職種との連携が
重要であることも実習を通して理解できたといえる。しかし，保育士の職業倫理についての理
解度が低い。このことは，実習での生活の流れや日々の事項が，保育士の職業倫理にまで繋
がっていないことを意味するため，今後事前の学習と実習の内容が繋がるように事例研究を積
み重ねることが求められる。
④自立支援事務所（図表 6参照）
自立支援事業所では，施設の役割・機能，実習の一日の流れについての理解度が高い。また
他職種（職員間）の連携については，多の施設よりも理解度が高く，自立支援事業所が多くの
専門職で利用者を支援する施設であることが象徴されており，その学びが実習生の学びに直結
している結果となった。しかし，保育士の職業倫理が低く，多職種との連携は学習ができたが，
保育士の専門性や職業倫理についての理解度が低い結果となった。保育士が利用者支援をする
職務にあることを深める事前学習や事例研究の積み重ねが求められる。
⑤知的障害者施設（図表 7参照）
知的障害者施設については，施設の一日の流れの理解度がもっとも高く，次いで安全や健康
への配慮，職員の役割・職務，利用者（子ども）理解についての理解度が高い結果となった。
図表 5　障害児施設
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（出所）アンケートより筆者作成。
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段階に応じた成長・発達についても理解度が低く，障害や利用者さんの特性についての学びを
深めることが求められる。知的障害者施設の実習では，実習生が保護者支援までは実際に関わ
ることは難しいので，そこまで学ぶことが出来なかった結果となった。
図表 7　知的障害者施設
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（出所）アンケートより筆者作成。
図表 6　自立支援事業所
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施設実習における学びの現状と課題
4．まとめ
施設実習での学びは，施設の機能・役割，施設の一日の流れ，利用者（子ども）の理解，安
全や健康への配慮，援助技術，職員の役割・職務，多職種の連携，利用者とのかかわり，職員
の利用者への支援のあり方，利用者の最善の利益については，理解度が高い結果となった。し
かし，地域との連携，保護者支援・家族支援，保育士の職業倫理についての理解度が低いこと
がわかった。理解度が高いものについては，施設で実際に観察し，自分が関わることにより，
理解度が深まるものが多いことが明らかとなった。一方で理解度の低いものについては，課題
を残す形となった。段階に応じた成長・発達では，事前の学習と事例研究の積み重ねが必要で
ある。保護者支援・家族支援については，実習生は実際に関わることができない分野ではある
が，実習指導者から話を聞く，もしくは利用者（子ども）の様子から，保護者支援・家族支援
をイメージできるようにする学びの質の高さが求められる。さらに，保育士の職業倫理につい
ては，事前学習をさらに深め施設での実際の関わりの中で，保育士の職業倫理に該当するもの
を自分でみつけることができる力を養うことが保育士養成として求められる。
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